
　・液晶表示パネルとＣＰＵの信号接続

　SCLK       = RB1（データ転送時のクロック信号）

　SI             = RC7（データ信号）

　SCS         = RD7（チップセレクト）

　EXTCOM = RD6（液晶極性反転信号）

　DISP        = RD5（表示 ON/OFF 信号）

　SW1        = RD0（タクトスイッチ　アクティブ・ロー）

　SW2        = RD1（タクトスイッチ　アクティブ・ロー）

・ボード上のジャンパ

　　Ｊ１の設定（＊注１）

　ＭＯＤＥ　＝　Ｈ（出荷時設定）

　ＣＯＭ信号入力：

　ＲＤ６のＨ／Ｌにより極性を切り替えます。

　ＭＯＤＥ　＝　Ｌ（真ん中のランドとＨ側

　のランドのジャンパパターンを切断して、

　真ん中のランドとＬ側のランドをハンダブ

　リッヂ接続します）

　ＣＯＭ信号シリアル入力：

　モード選択データ内のフレー

　ム反転フラグの極性 により液

　晶内部の極性を切り替えます。

400x240 モノクロＴＦＴ液晶モジュールキット

Ｌ S ０２７Ｂ４ＤＨ０１・ＰＩＣ１８Ｆ４５５３使用

＊注１　液晶ディスプレイの極性反転について

　　一般的に液晶ディスプレイは、液晶（リキッド・

　クリスタル）を直流で駆動すると寿命が短くなるた

　めに、内部は交流電圧（極性反転）で駆動されてい

　ます。

　　この液晶ディスプレイはＭＯＤＥ端子（ジャンパ

　Ｊ１）により２通りの極性反転の方法を選択できま

　す。

①ＭＯＤＥ＝Ｈの場合、ＥＸＴＣＯＭ端子（ＲＤ６）

　をタイマ割り込み等でＨ／Ｌを切り替える事により

　極性反転を指示します（出荷時設定）。

　（ＲＤ６から０．５～２ＨｚのパルスをＥＸＴＣＯ

　Ｍ端子に送ります）

②ＭＯＤＥ＝Ｌの場合、液晶に表示するデータに乗せ

　て極性反転指示信号を送れます。

　（表示すべきデータが無い場合も０．５～２Ｈｚの

　周期で極性反転指示の為のデータをソフトウエア

　ループやタイマ割り込みで「表示モード（後述）」

　のデータを送り続けてください）

■回路図■

■部品配置図■(P**は PIC18F4553のﾋﾟﾝ番号)

・ＰＩＣ１８Ｆ４５５３（水晶発振子＝２０ＭＨｚ）使用　ＳＰＩ接続

・２．７型ＷＱＶＧＡモノクロ反射型パネルＬ S ０２７Ｂ４ＤＨ０１使用

・消費電流約９０ｍＡ：アルカリ単三電池１本で約２０時間使用可能（ＵＳＢバスパワーは接続されていません）

■部品表■　　　　　　　　　　　      　■信号接続■　　　　　　　　　　　　　　■ジャンパ設定■　                  
記号　　 品名 数 備考　　　　　　　　

LS027B4DH01 1 TFT-LCD モジュール

U1 PIC18F4553-I/PT 1 基板実装済み

U2 HT7750-SOT23 1 基板実装済み

D1 1SS421 1 基板実装済み

XT1 20MHz水晶発振子 基板実装済み

R1,2,3,4 １０ｋΩ 4 基板実装済み

C1,5,6 ０．１μＦ ３ 基板実装済み　　

C2,3 １００μＦ ２ 基板実装済み

C4 ０．２２μＦ １ 基板実装済み　　　

C7,8 ２２ pＦ ２ 基板実装済み　　　

L1 ４７μＨ １ 基板実装済み

SW1,2 タクトスイッチ ２ 基板実装済み

CN1 LCD 用 10Pコネクタ １ 基板実装済み

CN2 USB-microＢ １ 基板実装済み

CN3 5P　Ｌ型ヘッダ １ ピン数が多い場合は

切ってお使い下さい

電池ボックス １ 単三ｘ１本用

専用基板 １

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　



■ＰＩＣｋｉｔ３（ＰＩＣｋｉｔ２）との接続■

ＣＮ３とＰＩＣｋｉｔを右図のように接続してご使用ください。

図は液晶パネルを接続しない状態での基板の印刷を示しています。

液晶パネルを接続して実際にご使用される場合はピン名の印刷が

隠れてしまいますのでご注意ください。

▲印（ＶＰＰ）と反対側のピン１本分は接続しません。

必ず▲印をＣＮ３最下ピン（ＶＰＰ）に合わせて接続してください。

■初期設定例と表示データの送り方例

　☆液晶ディスプレイはＰＩＣ１８Ｆ４５５３のＳＰＩモジュール（ＳＣＫ、ＳＤＯ）と接続されています。

　●ＰＩＣ１８Ｆ４５５３の設定　

　・ＰＩＣのＣＯＮＦＩＧを設定してください。（基板上の水晶発振子は２０ＭＨｚです）

　・ＰＩＣの各ポートを設定します。

　　（ＲＢ１、ＲＣ７、ＲＤ５～７をＯＵＴに。ＲＣ４～５、ＲＤ０～１をＩＮに。）

　・その他のポートはお客様の御用途に応じて設定してください。

　・ＥＸＴＣＯＭＩＮ端子（ＲＤ６）を割り込みを使用して反転させる場合はタイマ割り込みの設定をしてください。

　・ＳＰＩモジュールの設定をしてください。

　　ＳＳＰＳＴＡＴレジスタは０ｂ１１００００００、ＳＳＰＣＯＮ１レジスタは０ｂ００１０００００です。

　●液晶表示パネルＬＳ０２７Ｂ４ＤＨ０１の使い方

　・横４００画素、縦２４０画素を表示します。

　・データは１ライン分（モード設定８ｂｉｔ、ゲートラインアドレス８ｂｉｔ、データ４００ｂｉｔ、ダミー８ｏｒ１６ｂｉｔ）

　　を連続して送る必要があります。

　・表示は表示面を正面、接続用フラットケーブルを下にした状態でパネル左上端から行われます。

　　ゲートラインアドレス１、データのｂｉｔ０（Ｄ０）が左上端、

　　ゲートラインアドレス２４０、データのｂｉｔ４００（Ｄ４００）が右下端です。

　・画素はＨ＝白、Ｌ＝黒です。

　・ＤＩＳＰ（ＲＤ５）は常に表示／非表示に直接影響を与えます。（Ｈ＝画面表示　Ｌ＝画面非表示）

　　下図で左上端のＬ１、Ｐ１はゲートラインアドレス１、ピクセル１をあらわしします。

　　Ｐ１～Ｐ８がデータのｂｉｔ０～７（Ｄ１～Ｄ８）に対応し、順次４００ｂｉｔ分のデータ位置に相当します。

　　右上端のＬ１、Ｐ４００がＤ４００です。

　　☆（８ｂｉｔデータ単位で考えるとＰ１～Ｐ８がデータ０のｂｉｔ０～７、Ｐ４００はデータ４９のｂｉｔ７に相当します）

　　Ｌ（ゲートラインアドレス）は１～２４０で指定し、１ライン単位で書き換えが可能です。

　　ゲートラインアドレスはＡＧ０～ＡＧ７の順で転送され、Ｌ１はＨＬＬＬＬＬＬＬ、Ｌ２はＬＨＬＬＬＬＬＬになり、Ｌ２３９は

　　ＨＨＨＨＬＨＨＨ、Ｌ２４０はＬＬＬＬＨＨＨＨとなります。

　

　

　注意！

　１、ＳＰＩではデータがｂｉｔ７～ｂｉｔ０の順で送出されます。

　　　この液晶はゲートラインアドレスをＡＧ０～ＡＧ７の順で送る必要がありますので、ソフトウエア上で入れ替えてください。

　　　表示データはＰ１～Ｐ４００まで連続して送りますが、１番目のデータのｂｉｔ７がＰ１、４９番目のデータのｂｉｔ０が

　　　Ｐ４００に相対します。

　２、通常ＳＰＩではチップセレクトはアクティブロー（Ｌでセレクト）ですが、この液晶ディスプレイはアクティブハイ（Ｈでセレ

　　　クト）です。ＳＣＳ端子をＨにしてからＳＰＩでデータを送出し、終了したらＬにしてください。



◎表示方法
#define CLEAR 0b00100000

#define MODE_SET 0b10000000

#define DUMMY 0b00000000

#define SCS PORTDbts.RD7

●ハードウェアで液晶内部の極性を反転させる表示方法

　（ＥＸＴＣＯＭＩＮ端子（ＲＤ６）を割り込みや外部回路等を使って０．５～１０Ｈｚで液晶を反転駆動させている場合の表示

　　方法です。モード選択データのフレーム反転フラグは使用しません。）

　◎「全クリアモード」：メモリ内のデータをクリアし白書き込みをします

① SCS = 1; //データ転送開始

② WriteSPI(CLEAR); //モード選択データ：全クリアモード

③ WriteSPI(DUMMY);

④ SCS = 0; //データ転送終了

　◎「データ更新モード（１ライン）」：指定の１ラインのみデータ更新を行います

① SCS = 1; //データ転送開始

② WriteSPI(MODE_SET); //モード選択データ：データ更新モード

③ WriteSPI(0b＊＊＊＊＊＊＊＊); //ゲートラインアドレス指定：ｂｉｔ７～ｂｉｔ０がＡＧ０～ＡＧ７に相当

for (x=0 ; x<50;x++){ //５０ BYTE のデータを転送

④ 　　WriteSPI(0b00001111); //例）４ｂｉｔ黒、４ｂｉｔ白のデータ

}

⑤ WriteSPI(DUMMY);

⑥ WriteSPI(DUMMY);

⑦ SCS = 0; //データ転送終了

　



　◎「データ更新モード（任意の複数ライン）」：任意の複数ラインのデータを更新します

① SCS = 1; //データ転送開始

② WriteSPI(MODE_SET); //モード選択データ：データ更新モード

③ WriteSPI(0b＊＊＊＊＊＊＊＊); //ゲートラインアドレス指定：ｂｉｔ７～ｂｉｔ０がＡＧ０～ＡＧ７に相当

for (x = 0; x<50; x++){ //５０ BYTE のデータを転送

④ 　　WriteSPI(0b11001100); //例）白２ｂｉｔ、黒２ｂｉｔ、白２ｂｉｔ、黒２ｂｉｔのデータ

｝

⑤ WriteSPI(DUMMY);

　　　（③～⑤を任意のライン数分だけゲートラインアドレスを任意の値に変えて繰り返す）

⑥ WriteSPI(DUMMY);

⑦ SCS = 0; //データ転送終了

●ソフトウエアで液晶内部の極性を反転させる表示方法

　ＪＰ１がＬの時のみ有効です。Ｈ（出荷時）の設定ではこの方法は使えません。ＪＰ１のＨ側と真ん中のＰＡＤをつなぐパターンを

　カットした後、Ｌ側のＰＡＤと真ん中のＰＡＤをハンダブリッジでショートさせてください。

　上記の”データ更新モード（１ライン）”、”データ更新モード（任意の複数ライン）”、”全クリアモード”の、『モード選択　

　データ』を送る際に５００ｍ秒～２秒の間隔でフレーム反転フラグ（ｂｉｔ１）を反転させ、液晶内部の極性反転を指示します。

　◎「表示モード」：”データ更新モード（１ライン）”、”データ更新モード（任意の複数ライン）”、”全クリアモード”で

　　データを送信している時間以外は以下の方法で５００m秒～２秒ごとに液晶内部の極性を反転します。

① SCS = 1: //データ転送開始

② WriteSPI(0b0＊000000): //モード選択データ：表示モード

③ WriteSPI(DUMMY);

④ SCS = 0: //データ転送終了

　　・表示すべきデータが無ければ５００m秒～２秒ごとに①～④をくりかえす（COM 周波数：fCOM=0.5Hz～2Hz）

　　　くりかえし毎に②のモード選択データの「＊」の部分のビットを反転させます。これが液晶内部の極性反転の指示になります。

☆ＤＩＳＰ端子（ＲＤ５）をＬにしていた場合はデータを転送しても画面には何も表示されません。
　ＤＩＳＰ端子（ＲＤ５）をＨにしていた場合は「データ更新モード」で画面にデータを転送している際に転送されている様子が順次

　表示されていきます。データ転送の過渡を表示させたく無い場合はＤＩＳＰ端子（ＲＤ５）をＬにした状態でデータを更新し、全て

　のデータを転送終了した時点でＤＩＳＰ端子（ＲＤ５）をＨにしてください。

　プログラム先頭でＤＩＳＰ端子をＬにして、全クリアモードでメモリを初期化してからＤＩＳＰ端子をＨにする事をお勧めします。


